
●●

●●

」
L

透！玄「3

　　　　　SESノート　K－Na552

昭和55年度第1次観測ロケット実験計画概要

昭和53年7月

東京大学宇宙航空研究所

　昭和63年度第1次観測ロ’ケット実験においては、K－9M－63、64

号機のロケット観測実験およびM－3H－3号機による第6号科学衛星の打

上げとそれによる観測実験の合計3機の実験を行う計画で、それぞれの実験

目的は次のとおりである。

ロ　ケ　ッ　ト 目　　　　　　　　　　　的

K－9M－63

太陽真空紫外領域スペクトルの絶対測光の測定、ラン

Oミュアープローブによる電子密度の測定星姿勢計の
@　　　　　　　　　　　　　　　　　、／機能試験、D層の電子密度の測定

K－9M－64

銀河赤外線、地平線検出器》銀河紫外線の観測　　＼

F－宙硬X線等方成分の測定

M－3H－3
@　●

第6号科学衛星にタる波動励起実験、V：LFドップラー法

ﾉよるダクト観測、インピーダンス及び電場計測、磁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

鼬v測、粒子エネルギー計測、電子ビーム放射実験、

ｩ然プラズマ波動観測、ならびに太陽電池特性計測装

uによる工学的計測

1．実験実施責任者

　　　東京大学宇宙航空研究所長　　森　　大吉郎

二1一



2．　ロケットの諸元

ロケヅト 段数： 全　長
i鋭）

外径
i麗）

全重量
iton）

発射角
i庭）

到達高度
@（んπ）

水平距離
@（肋）

搭載機器
d量（ん9）

K－9M－63 2 11．36 420 1．51 80 357 380 66．7

Kヲ9M」64　　　　　■ 2 11．41 420 1．52 80 314 340 68．7

M－3H－3 3 23．80 1，410 49・o 70

衛星近地

_250
湯n点
R0ρ00

qgO2
i第3段）

衛星
X2
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5．警戒の範川

　　陸上における警戒の範囲

　　　別紙（1）K－9M型ロケットに適用

　　　　　　（2）M－3H型ロケットに∫適用

　　海上におけるロケットの落一ド予想区域

　　　別紙　（3）　K－9M－63号機に適用

　　　　　　（4）　K－9M－64号機に適用

　　　　　　（5）M－3H－3号機に適用

3丁丁場所．
　　　鹿児島県肝属郡内之浦町長坪

　　　　東京大学鹿児島宇宙空間観測所

　　　　　東國経’　131・0・4145・

　　　　　ゴヒ　 緯　　　　　　310　151　0011

4．実験期間
　　　　昭和53・隼8月15日～8月23日

　　　および．　9月14日～9月2’8日

　各機の実験予定日は次のとおりである。

ロケット 実験予定日 ．　梅面落下時刻 延期する場合の翔間

K－9M隔63 8，月15日（火） 9：15～9：45　　。 8，月16日～8．月20日

K－9M－64 8月17日（木）
8，月17日～19日、20：40～21：10
W）月20日N23日、20：30～21：00 8月18日～8月23日

M－3H－3 9月14日（木）

’羅｝14：・・ん1尋：5・第3段　14．：17～15：00

9．月15日～9月28日
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6．実験の要領

（1）各ロケットに搭載される観測機器は別紙図面に示すとおりである。

（2）実験は天候および研究上の都合によって延期することがある。延期の

　理由が天候によるときは、当日できるだけ早く報知する手段（ラジオ等）

　　を講ずる。また、研究上の理由によるときは、不測の障害にもとずく場

　　合以外は出来るだけ前日中に報知する手段（ラジオ等）を講ずる。

　　漁業関係者に対する報知は漁業無線局を通じても行う。

（3）実験当日は観測所内に黄旗を掲げる。発射30分前に赤旗を掲げサイ

　　レンを鳴らす。実験が日没後に行われる時は赤旗の代わりに3個の点滅

　式赤色ランプをつける。発射3分前に花火1発をあげる。

　　実験終了後は花火2発をあげ赤旗をおろし、または赤色ラシプを消す。

（4）実験当日の警戒は陸上については鹿児島県警察、海上については第10

　管区海上保安本部および鹿児島県に依頼する。その細自ぱ打合せの上定

　・め，る・また航空については鹿児島空港事務所と連絡の上実験を行う・

　　観測所附近の陸上および海上につい」（は東京大学においても監視員を

　　　　　　　　　　　　　　一3一
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　　観測所内に配置し、また翻測所内に設置された海ヒ監祝レーダにより警

　　戒にあたる。

（5）実験に際して託児肺上保安部および鹿児島空樽務所との間聴

　　絡髄信回線を棘大学が開設し・三三を派遣して緊密な連絡にあた

　　る。

　（6）実験中は警戒区域内に一般の人が立ち入らないように立札または縄張

　　りをする。

（1）M－3H－3号機の実験礪しては・鯉の軌道追蹴ついて・縮

　　開発事業団、郵政省電波研究所および米国航空宇宙局の協力が得られる

　　予定である。

7．報道関係
（・）報道関瀦に畝の購に。ケ。トを公開して取材の館をはかる。

　　　　K－9M二63　　8月14日（月）　14：0．0ん15：00

　　　　K79M－64　　　8月16日（水）　14：00～15：00

　　　　M－3H－3，．9月11日（月）14：・・一15：・’・

（2）実験の結寒ついては、実験終了微験主任が概略の発裁行う。

＆　実験主任

　　　　K－9M－63一小田．稔

　　　　K－9M－64　田中靖郎
　　　　M－3H一門．秋葉鐙二郎
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別紙（1）陸ヒにおける警戒区域（K－9M型ロケットに適用）
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別紙（2）陸上における警戒区域（M－3H型ロケットに適肘） 別紙（3）海上に；16ける落下予想区域（K－9M－63号機に適用）
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別紙（4）海上における落F予想区域（K－9M－64号機に適用）

ぴ

　　　L（発射点）　31。15。00”N、131。04’45”E

’　　　発進方向　145。

　　　1段目　0

　　　　　30。54’3σN、131。21。30”Eを中心とする

　　　　　半径4・3NM（＄㎞）の円，

　　　　　L－024．8NM（46㎞）
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2段目　　　　　，

　28。449NJ　33。07’Eを中心とする

　半径37aNM（70肋）の円

　L－Ol　183．5　NM（340肋）
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別紙（5）海【二に：｝6ける落下予想区域（M－3H－3号機に適用）

　　　　　　　　　　　　LL鍵繋145ぴN13螂b

入からB＿NM（1㈲　A・補A31・14・・眠13f・グ3含・b
BからbまでZ7M（5た。）　B噂。31・1514ぴN13f・6148・E

bから。までαgM（囎　　毒B3101ぎ1甑113f・♂1・”E

　　　　　　　　　　　　　　　　b31。15’00”N、131。07’3qll　E

　　　　　　　　　　　　’↑

3♂45・「黶E53・El無職3f2。1即3’56・E
　　　　　　　　　　　（65劔35櫻目
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3♂3眠13ゴ341Eぐq欝・31’19・即3ず3♂．E

　　　　　　　　　　　（77㈲
　　　　　　　　　　　　十

2♂1σ即醐E（g撃撃奄撃l繍2ず4αN15♂1rE
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頑胴部計器配置図
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図1　K－9M－63全体図
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図2　K－9M－64全体図
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図4　第2段目計測器配置図・


